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p･- 1- (1+qT十で1)qfiTqfilh TefiT･溝 iiも
であらわす｡ここで 座｡> はU-∞ のときの準粒子のガス状態をあらわし,Piは,U-∞
によって同一サイ トにf電子が2個入る事を禁じるための演算子であるo qT,万上は 座.>
とけ>とで各サイ トの全電子数が保存するという要請より決定されるパラメータである｡す
なわち
･Mfio･C言cio座,/<姉 >-<tkJもio･ci:C誹 ｡,o (8)
座>での物理量の期待値を計算するために次の様な one-site近似を行なう｡0･をi-sitea
に関する物理量として,期待値を






- 14 5 -
研究会報告
となる｡ここで




















では γOは vkoの関数にな-ている｡ (4a,b)が正準変換であるためには uko2+uk2-1 が
成立 しなければならない.この条件の下で(14の極少を与えるukO,Vkoを求めるoLagrange
の未定乗数法より







〔((ek- Ef+po)2+47io2)1/2手(ek- Ef+ po)〕1/2
花〔(ek-Ef+po)2+4762〕1/4









であるopoは γ の vkoの微分から生じたものであるo(17は りU-∞のときは,U-0のと0ヘノ /､J
きのVと号 が V6-VγOと Efo-Ef~POに繰込まれた事が分るo以下簡単のため伝導電
子の分散関係 ekを-1から1迄の線形とするosite当りのf電子数 nfqは
nfo-孟= vk26-号 (60-Ef+po) (20)
であるoここで fEfJ≫V, nfo一三 としたo e｡は Fer-iエネルギーであるo(19)より
po… 〟0- -2V2lnlEo/2V2(1- nf)〕
(20),(21)より
8o






･函 Cfi再 ,/<両 >-<裾 莞fiO廟 ,
が成立していることが分るo従って one-site近似では 廟 > と 座> のf電子数が保存さ




-i(602-1)･i nf2-eo nf･Efnf-V. lnv- V
であるo又p-0とV≠0とのエネルギー差,即ち凝集エネルギーEcは
Ec-E(V)-E(V-0)















を得る｡ k′= kF で準粒子スペクトルは Ik′o′ となるo準粒子の状態密度 p(i)は
de
p(i)- - - p s +pfd1
で, ps ,pfは伝導電子,f電子の状態密度で各々



















待値の計算には one-site近似を用いた｡この近似内で結果は Rice-Ueda と一致している｡
実際の系では軌道縮退があり,これを取入れることは今後の問題である｡
最后に芳田杢氏と物性研の斯波弘行氏に多くの議論をしていただきました｡深く感謝致しま
す｡
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7. 自己無撞着摂動法による
アンダーソン格子の状態密度
東北大･理,L* 金 昌一,倉本義夫*,糟谷忠雄
高濃度近藤系のf電子の特性は,高温において希薄系と類似の近藤効果を示すこと,低温に
おいて近藤状態間の干渉効果によって重い遍歴電子として振舞うことである｡
本研究は高温からのアプローチとして,第 1に近藤効果がサイ ト間相互作用によりどう影響
されるか調べること,第2に1サイ ト的揺動状態から重い電子の状態-のクロスオーバーの性
質を理解するねらいを持つ｡そのためにフェルミ準位付近の電子状態だけではなく,近藤温度
TK を含む広い範囲をカバーできる理論として, 既に希薄系で成功を収めた自己無撞着摂動理
論を格子系-拡張した｡
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